
 

 

令和８年度 

 

通 常 総 会 資 料 

 

 

 

日時 令和８年５月１９日（火） 

１３時３０分～ 

場所 鈴鹿馬子唄会館 

 

亀山市地域まちづくり協議会連絡会議 





 

 

総 会 次 第 
 

 

1. 開会のことば 

 

 

2. 会長あいさつ 

 

 

3. 市長感謝状贈呈 

 

 

4. 来賓祝辞  

 

 

5. 議長選出 

 

 

6. 議 事 

第１号議案 令和７年度事業報告 

第２号議案 令和７年度収支決算 

第３号議案 令和８年度事業計画（案） 

第４号議案 令和８年度収支予算（案） 

 

 

7. 閉会のことば 
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市長感謝状贈呈者 
 

 

【３年以上在職】 

前 関南部地区まちづくり協議会 会長 松村 弘光 様 

前 神辺地区ふれあいまちづくり協議会 会長 松岡 義大 様 

【設立１０周年】 

井田川地区南まちづくり協議会 井田川北まちづくり協議会 

城東地区まちづくり協議会 城西まちづくり協議会 

御幸地区まちづくり協議会 本町地区まちづくり協議会 

北東地区まちづくり協議会 東部地区まちづくり協議会 

天神・和賀地区まちづくり協議会 南部地区まちづくり協議会 

関北部地区まちづくり協議会 坂下地区まちづくり協議会 
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来 賓 名 簿 
 

亀 山 市 長   櫻 井 義 之  様 

亀 山 市 議 会 議 長   岡 本 公 秀  様 

三 重 県 議 会 議 員   長 田 隆 尚  様 

亀山市自治会連合会会長   鈴 木 壽 一  様 

亀山市社会福祉協議会会長   楳 谷 英 一  様 

亀山市立中央公民館館長   服 部 鋼 一  様 
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第１号議案 

令和７年度 事業報告 

■自主事業 

年 月 日 内  容 場  所 参加者 

令和７年５月２０日 通常総会 社会福祉センター 各地区会長 

令和７年１１月２５日 

地域担い手研修 

（地域のみらいづくりアカデミー：第

１回） 

ＷＥＢセミナー ２２人 

令和７年１１月２９日 

地域担い手研修 

（会議ファシリテーション研修：第１

回） 

鈴鹿馬子唄会館 ８人 

令和７年１２月１３日 

地域担い手研修 

（会議ファシリテーション研修：第２

回） 

亀山市役所 １１人 

令和７年１２月１６日 

地域担い手研修 

（地域のみらいづくりアカデミー：第

２回） 

総合保健福祉セン

ターあいあい 
１４人 

令和８年１月１４日 

～１５日  
先進地視察研修 岐阜県関市 

１８人 

（事務局等

含む） 

令和８年１月３１日 

地域担い手研修 

（会議ファシリテーション研修：第３

回） 

亀山市役所 

３１人 

（サロン参

加者含む） 

令和８年２月９日 

地域担い手研修 

（地域のみらいづくりアカデミー：第

３回） 

亀山市立図書館 １７人 

令和７年４月７日、６月３

日、８月５日、１０月７日、

１２月２日、令和８年２月

３日 

役員会 亀山市役所等 役員 

令和７年５月１３日、７月
８日、９月２日、１１月１
１日、令和８年２月２４日 

代表者会議 亀山市役所等 各地区会長 
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■協賛事業 

年 月 日 内  容 場  所 

令和７年４月４日 春の全国交通安全運動出発式 西野公園体育館 

令和７年６月８日 花しょうぶまつり 亀山公園 菖蒲園 

令和７年７月７日 夏の交通安全県民運動出発式 
亀山市文化会館 

中央コミュニティセンター 

令和７年７月１日 
リニア中央新幹線・ＪＲ複線電化推進 

亀山市民会議総会 

亀山市文化会館 

中央コミュニティセンター 

令和７年７月３０日 亀山平和映画上映会 亀山市文化会館 大ホール 

令和７年８月１１日 亀山市納涼大会 【中止】 亀山公園 芝生広場 

令和７年８月２０日 

～２２日 
サマーキャンプ（青少年育成市民会議） 鈴鹿峠自然の家 

令和７年９月１８日 秋の全国交通安全運動出発式 関文化交流センター 

令和７年１１月２日 東海道関宿街道まつり 旧東海道関宿 

令和７年１１月１６日 食の祭典・市民の集い 亀山公園 芝生広場 

令和７年１１月２２日 勤労者ファミリーフェスタ 亀山公園 芝生広場 

令和７年１２月１日 
「年末・年始特別警戒取締り」年末の交通

安全県民運動」合同出発式 

亀山市文化会館 

中央コミュニティセンター 

令和８年２月８日 亀山市駅伝競走大会 
亀山駅前広場 

～関文化交流センター 

 

■その他 

年 月 日 内  容 場  所 

令和７年６月２９日 亀山市消防操法大会 亀山消防署北東分署 

令和８年１月１１日 亀山市消防出初式 亀山西小学校体育館 

令和８年１月１１日 亀山市二十歳の集い 亀山市文化会館 
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＜事業評価＞ 

■自主事業 

〇視察研修 

今年度は、『地域の担い手育成・確保』『地域の空き家管理・活用』をテーマに、岐阜県関市の取組

を視察した。関市を拠点に地域づくり活動を展開するＮＰＯ法人せき・まちづくりＮＰＯぶうめら

んのコーディネートのもと、地域の空き家を改修して宿泊施設やカフェを営んでいる事例や、ＮＰ

Ｏ法人が地域委員会（亀山市の地域まちづくり協議会に相当する組織）を運営している事例などに

ついて学んだ。 

関市の特徴的な点として、意欲ある若い世代が積極的に地域活性化に取り組んで一定の成果を出

しており、従来の枠に囚われず柔軟な発想で地域づくりを行っていくヒントを多く得られる機会と

なった。 

 

〇地域担い手研修 

「会議ファシリテーション研修」では、まちづくり協議会に携わる人を対象に会議ファシリテー

ションの手法を活用したまちづくりの研修を実施し、対話の技術を学んだ。今年度は、研修の一環

として亀山市地域まちづくり協議会交流会をサロン形式で開催し、地域の方とともに担い手の育

成・確保について考える機会を持てた。 

「地域のみらいづくりアカデミー」では、『地域づくりに活かす関係人口』『地域担い手不足にア

プローチする実務的な方法』『集客アップのためのデザインとツールの活用方法』の３つのテーマ

について、オンライン形式と対面形式で開催した。今年度は新たな講師による研修となったことか

ら、これまでにない視点やノウハウを学ぶことができ、今後の地域活動に資するものとなった。 

 

〇地域まちづくり協議会交流会 

地域担い手研修の一環として、会議ファシリテーションの手法を活用したサロン形式で開催した。

『まち協の活動にもっともっと若者や女性が参加してくれるようになる！』をテーマに、地域まち

づくり協議会の運営の担い手をどのように確保していくかについて話し合った。地域まちづくり協

議会会長や構成員ら３１名が参加し、他の地域まちづくり協議会や企業等と連携してイベントを行

うといった案や、若者が交流できる機会を作るといった案が出された。 

交流会後のアンケートでは、「若者や女性をまちづくりに参画してもらうアイデアが参考になった」

や「まずは自分たちが楽しんでできることから始めて、他の人も意見を出しやすい場を作る」など

の声が寄せられ、今後の地域活動に弾みをつけるような機会となった。 
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第３号議案 

令和８年度 事業計画（案） 
『基 本 方 針』 

○ 亀山市地域まちづくり協議会連絡会議は、規約に則り、地区の自主活動による地域の絆づくりと地域の発展

向上を図るため、共通的な事項についての活動を推進する。 

○ 地域まちづくり計画に基づく地域まちづくり協議会活動がさらに活発に行われるように、双方の情報交換と

交流等を代表者会議等で積極的に展開する。 

○ 自分たちの住む地域を自分たちで創りあげる自立した地域まちづくり協議会活動を各地区が推進するため、

その取り組みについて、支援及び調整を図る。 

■自主事業 

年  月  内  容 場  所 

令和 8年 5月 通常総会 鈴鹿馬子唄会館 

令和 8年 
地域担い手研修 
（地域のみらいづくりアカデミー ３回） 

未定 

令和 8年 地域まちづくり協議会交流会 未定 

令和 8年 先進地視察研修 未定 

令和 8年 4 月、6 月、8月、
10 月、12月、令和 9年 2月 

役員会 亀山市役所等 

令和 8年 5 月、7 月、9月、
11 月、令和 9年 1月、3月 

代表者会議 亀山市役所等 

 

■協賛事業 

年  月  内  容 場  所 

令和 8年 4月 春の全国交通安全運動出発式 亀山市文化会館 

令和 8年 6月 花しょうぶまつり 亀山公園 菖蒲園 

令和 8年 7月 夏の交通安全県民運動出発式 亀山市文化会館 

令和 8年 7月 亀山平和映画上映会 亀山市文化会館 

令和 8年 7月 
リニア中央新幹線・JR 複線電化推進亀山
市民会議総会・講演会 亀山市文化会館 

令和 8年 8月 亀山市納涼大会 亀山公園 

令和 8年 8月 サマーキャンプ（青少年育成市民会議） 鈴鹿峠自然の家 

令和 8年 9月 秋の全国交通安全運動出発式 亀山市文化会館 

令和 8年 11 月 東海道関宿街道まつり 旧東海道関宿 

令和 8年 11 月 勤労者ファミリーフェスタ 亀山公園 芝生広場 

令和 8年 11 月 亀山食の祭典・市民の集い 亀山公園 芝生広場 

令和 8年 11 月 
「年末・年始特別警戒取締り」「年末の交
通安全県民運動」合同出発式 

亀山市文化会館 

令和 9年 2月 亀山市駅伝競走大会 亀山駅前～関文化交流センター 

■その他 

年  月  内  容 場  所 

令和 8年 7月 亀山市消防操法大会 亀山消防署北東分署 

令和 9年 1月 亀山市消防出初式 亀山西小学校体育館 

令和 9年 1月 亀山市二十歳の集い 亀山市文化会館 
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第４号議案

収入の部 （単位：円）

科目
本年度予算額

（a）
前年度予算額

（b）
比較

（a）-（b）
説明

会費 440,000 440,000 0 会費　　　　　　 20,000円×22地区

自己負担金 0 220,000 ▲ 220,000 0

繰越金 820,513 1,241,410 ▲ 420,897 前年度繰越金

雑収入 5,487 6,590 ▲ 1,103 預金利子等

合計 1,266,000 1,908,000 ▲ 642,000

支出の部 （単位：円）

科目
本年度予算額

（a）
前年度予算額

（b）
比較

（a）-（b）
説明

会議費 30,000 30,000 0
総会費　　　　           10,000円
役員会費・代表者会議費   20,000円

旅費 116,000 116,000 0
活動旅費                 50,000円
代表者会議旅費           66,000円

事業費 890,000 1,180,000 ▲ 290,000

先進地視察研修費        500,000円
地域担い手研修費         30,000円
地域まちづくり協議会交流会費等
　　　　　　　　　　　　230,000円
役員等活動費  　　　　   80,000円
各種イベント事業費等     50,000円

事務費 50,000 50,000 0 消耗品費                 50,000円

負担金 3,000 3,000 0
リニア中央新幹線・ＪＲ複線電化推
進亀山市民会議会費        3,000円

雑費 20,000 20,000 0 慶弔費     　            20,000円

備品費 50,000 50,000 0 備品購入費　　           50,000円

予備費 107,000 459,000 ▲ 352,000

合計 1,266,000 1,908,000 ▲ 642,000

予算科目に過不足が生じた場合は、科目間の流用を認める。

令和８年度収支予算（案）
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充て職一覧表

職　　　　　　　　　名 所　　管 H24 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

1 まちづくり基本条例推進委員会 西川 西川 西川 西川 横山 横山 横山 安田 安田

2
リニア中央新幹線・
JR複線電化推進亀山市民会議

鈴木 鈴木 横山 横山 横山 横山 渡邉 髙本

3 亀山市総合計画審議会 鈴木 鈴木 横山 安田 安田

4 亀山市市民活動応援制度審査検証委員会 まちづくり協働課 西川 西川 西川 横山 横山 横山 安田 安田

5 亀山市国民健康保険運営協議会委員 市民課 黒田 今西 今西 秋田 秋田 秋田 秋田 秋田 岩間

6 亀山市廃棄物減量等推進審議会委員 環境課 竹中 原 原 原 原 原 原 原 原

7 納涼大会実行委員会
西
川
中
鈴木 鈴木 横山 横山 横山 横山 下重 下重

8 東海道関宿街道まつり実行委員会 長谷川 横山 横山 横山 横山 横山 横山 水谷 水谷

9 関宿にぎわい推進連絡会議
関
地
区
横山 横山 横山 横山 横山 横山 水谷 水谷

10 亀山市地域福祉計画推進委員会 地域福祉課 鈴木 鈴木 鈴木 横山 横山 横山 安田 安田

11 地域公共交通会議 政策推進課 小林 西川 西川 西川 松村 松村 松村 松村 佐藤（正）

12 亀山市水道水源保護審議会委員 上水道課 鈴木 鈴木 松岡 松岡 松岡 佐藤 佐藤（文）

13 暴力追放亀山市民会議 西川 鈴木 鈴木 横山 横山 横山 横山 内田 内田

14 亀山市国民保護協議会委員 鈴木 鈴木
小林
（研）

小林
（研）

小林 小林 小林

15 医療センター方向性検討委員会 病院総務課 川内 森下 森下 森下 森下 森下 山崎 山崎 山崎

16 亀山市中央公民館運営審議委員会 教育委員会 廣森 廣森 廣森 廣森(勲) 廣森(勲) 廣森(勲) 栗田 栗田

17 亀山市生涯学習推進会議 廣森 廣森 廣森 廣森 廣森(勲) 廣森(勲) 廣森(勲) 柴田 柴田

18 青少年育成市民会議代議員 全員 全員 全員 全員 全員 全員 全員 全員 全員

19 青少年育成市民会議役員 西川 鈴木 鈴木 鈴木 横山 横山 横山 安田 安田

20 青少年総合支援センター運営協議会 今西 今西 今西 奥村 奥村 奥村 奥村 奥村 奥村

21 明るい選挙推進協議会 選挙管理委員会

松
上
廣
森

松上
西川
今西
服部
峯

西川
今西
服部

下重
川合
服部
鈴木
横山

下重
川合
横山
坂口

下重
川合
横山
坂口

松尾
田中
奥村
西川
横山

（松尾）
田中
奥村
西川
（横山）

（松尾）
田中
奥村
西川
（横山）

22 あいあい祭り実行委員会 長谷川 服部 服部 服部 三澤 三澤 三澤 服部 服部

23 社会福祉協議会理事 川北 安田 安田 安田 安田 安田 安田 安田 安田

24 社会福祉協議会評議員
松
上
松
服部 服部 服部 川戸 川戸 川戸 川戸 川戸

25 花しょうぶまつり実行委員会委員 地域社会振興会
西
川
酒
鈴木 鈴木 鈴木 小林(研) 小林(研) 小林 小林 小林

26 ﾌｧﾐﾘｰﾌｪｽﾀ実行委員会
松
永
廣
鈴木 鈴木 鈴木 横山 横山 横山 安田 安田

27 亀山平和映画上映検討委員会 西川 鈴木 鈴木 廣森 廣森(勲) 廣森(勲) 廣森 廣森 廣森

28 亀山地区防犯協会 亀山警察署 西川 鈴木 鈴木 鈴木 横山 横山 横山 安田 安田

29 亀山市都市計画審議会委員 都市整備課 鈴木 鈴木
R5.11.27以降

田中
田中 田中 田中

30 亀山市図書館協議会 図書館 横山 横山 横山 安田 安田

充て職総数：30 所管数：19

政策推進課

商工観光課

防災安全課

生涯学習課

社会福祉協議会

亀山地区労センター
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亀山市地域まちづくり協議会連絡会議規約  

 

（趣旨）  

第１条  この規約は、亀山市地域まちづくり協議会連絡会議（以下

「会議」という。）の設置及び運営に関し必要な事項を定める。  

（会議の目的）  

第２条  会議は、まちづくり協議会相互の連絡調整を図り、地域住

民の自主活動による地域振興の発展に寄与することを目的とする。  

（会議の構成員）  

第３条  会議は、２２地区のまちづくり協議会（以下、「協議会」

という。）の代表者をもって構成する。  

（会議の活動）  

第４条  会議は、第２条の目的を達するため次に掲げる活動を行う。  

（１）各地区相互の情報交換及び資料提供に関すること。  

（２）各地区の共通事項の推進及び改善に関すること。  

（３）構成員相互の親睦に関すること。  

（４）市との連絡調整に関すること。  

（５）その他会議が目的達成に必要と認めること。  

（ブロックの代表者）  

第５条  会議の構成員を別表のとおり区分する。  

２  各ブロックに代表者（以下、「ブロック代表者」という。）１

名を置き、その選出方法及び任期は次のとおりとする。  

（１）ブロック代表者の選出方法は、各ブロック内の互選とする。  

（２）ブロック代表者の任期は２年とする。ただし、再任は妨げな

い。  

（３）ブロック代表者が任期中に協議会の代表者の職を退任したと

きは、その後に当該協議会の代表者となる者が残任期間を引き継

ぐものとする。  

（役員の職務）  

第６条  会議に次の役員を置き、それぞれの職務に当たる。  

-11-



 

 

  

 

（１）会長  １名  会議を代表し、会務を総括する。  

（２）副会長１名  会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長

が欠けたときは、その職務を代行する。  

（３）幹事  ２名  会議の進行を補佐する。  

（４）会計  １名  会議の会計を処理する。  

（役員の選出方法等）  

第７条  会議の役員の選出方法及び任期は次のとおりとする。  

（１）役員は、ブロック代表者から互選するものとする。  

（２）役員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。  

（３）役員が任期中に協議会の代表者の職を退任したときは、その

後に当該協議会の代表者となる者が残任期間を引き継ぐものとす

る。  

（監査の選出方法等）  

第８条  会議の会計監査を行うため、監査を２名置き、その選出方

法及び任期は次のとおりとする。  

（１）監査は、各ブロックから順に選出するものとする。  

（２）任期は、２年とする。  

（３）監査が任期中に協議会の代表者の職を退任したときは、その

後に当該協議会の代表者となる者が残任期間を引き継ぐものとす

る。  

（役員等の活動費）  

第９条  会議の役員等に支給する活動費は、次のとおりとする。  

（１）会長  ３０，０００円  

（２）副会長１０，０００円  

（３）幹事  １０，０００円  

（４）会計  １０，０００円  

（５）監査   ５，０００円  

（会議）  

第１０条  会長は、毎年５月に総会を開催し、その議長となる。  

２  会長は、必要に応じて代表者会議及び役員会を招集し、その議

長となる。  
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３  総会は、次の事項を審議し、承認する。  

（１）予算計画及び決算報告に関する事項  

（２）活動計画の立案に関する事項  

（３）役員の選出に関する事項  

４  代表者会議は、次の事項を審議し、承認する。  

（１）予算の執行に関する事項  

（２）活動計画の実行に関する事項  

（３）その他会議の目的達成に必要な事項  

５  役員会は、次の事項を審議し、承認する。  

（１）代表者会議に付議すべき事項  

（２）代表者会議の承認した事項の執行に関する事項  

（３）その他代表者会議の承認を要しない会議の運営に関する事項  

（会費）  

第１１条  会議の経費は、会費その他収入をもって充てるものとす

る。  

２  年会費は２０，０００円とする。ただし、臨時会費は必要に応

じて、その都度徴収する。  

（会計年度）  

第１２条  会議の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１

日に終わる。  

（事務所）  

第１３条  会議の事務所は、亀山市役所に置く。  

（委任）  

第１４条  この規約に定めるもののほか、必要な事項は会長が別に

定める。  

 

附則  

（施行期日）  

１  この規約は、平成２８年５月２０日から施行する。  

２  この規約は、平成３０年４月１日から施行する。  

３  この規約は、令和４年４月１日から施行する。  
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（経過措置）   

１  会議設立当初の会計年度は、第１２条の規定にかかわらず、設

立の日から平成２９年３月３１日までとする。ただし、平成２８

年４月１日から設立の日までになされた解散前の亀山市地区コミ

ュニティ連絡協議会の収入及び支出は、設立後の会議の収入及び

支出とみなし、会議会計が引き継ぐものとする。  

２  解散前の亀山市地区コミュニティ連絡協議会に属していた会計

の残高及び備品等については、設立後の会議が引き継ぐものとす

る。  

３  会議設立当初の役員及び監査の任期は、第７条及び第８条の規

定にかかわらず、解散前の亀山市地区コミュニティ連絡協議会の

役員及び監査の任期を引き継ぎ１年とする。  

 

別  表           

ブロック別  名             称  

第１ブロック  

昼生地区まちづくり協議会  

東部地区まちづくり協議会  

天神・和賀地区まちづくり協議会  

南部地区まちづくり協議会  

第２ブロック  

井田川地区南まちづくり協議会  

井田川北まちづくり協議会  

川崎地区まちづくり協議会  

野登地区まちづくり協議会  

白川地区まちづくり協議会  

第３ブロック  

神辺地区ふれあいまちづくり協議会  

野村地区まちづくり協議会  

城西地区まちづくり協議会  

城北地区まちづくり協議会  

第４ブロック  

御幸地区まちづくり協議会  

城東地区まちづくり協議会  

本町地区まちづくり協議会  

北東地区まちづくり協議会  

第５ブロック  

関宿まちづくり協議会  

関北部地区まちづくり協議会  

関南部地区まちづくり協議会  

加太地区まちづくり協議会  

坂下地区まちづくり協議会  
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亀山市地域まちづくり協議会連絡会議弔慰規程 

 

 まちづくり協議会の代表者の職にある者が死亡、又は、病気等のため長期療養を要

する場合、当連絡会議により弔慰金又は見舞金を支給する。 

 

１ 弔慰金   １０，０００円 

        生花    １基（弔慰金と同額程度） 

２ 見舞金   ５，０００円（入院治療期間が１５日以上のとき） 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、平成２８年５月２０日から適用する。 

２ この規程は、平成３０年４月１日から適用する。 

（経過措置）  

１ 平成２８年４月１日から設立の日までになされた解散前の亀山市地区コミュニ

ティ連絡協議会の支給については、設立後の支給とみなし当連絡会議会計が引き継

ぐものとする。 

 

 

 

亀山市地域まちづくり協議会連絡会議旅費規程 

 

第１条 この規程は、亀山市地域まちづくり協議会連絡会議に関する業務を行った代

表者に対して旅費を支給することについて必要な事項を定める。 

第２条 代表者が当連絡会議の代表者会議に出席した場合は、５００円を支給する。 

第３条 代表者が市外へ出張した場合は、実費及び１，０００円を支給する。 

ただし、当連絡会議主催の研修会等は除く。 

第４条 代表者が市内で３時間以上の会議に出席した場合、又は、各種イベントに参

加した場合は、１，０００円を支給する。 

ただし、当連絡会議主催の研修会等は除く。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、平成２８年５月２０日から適用する。 

２ この規程は、令和５年５月２５日から適用する。 

（経過措置）  

１ 平成２８年４月１日から設立の日までになされた解散前の亀山市地区コミュニ

ティ連絡協議会の支給については、設立後の支給とみなし当連絡会議会計が引き継

ぐものとする。 
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